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【
は
じ
め
に
】

【
序
　
章
　
観
経
を
学
ぶ
に
当
た
っ
て
】

　
一
　
観
経
に
説
か
れ
る
奥
深
い
意
味
の
説
明（
玄
義
分
）

　
二
　
観
経
の
大
意（
序
題
門
）

　
三
　『
仏
説
観
無
量
寿
経
』と
い
う
経
題（
釈
名
門
）

　
四
　
観
経
の
宗
と
体（
宗
教
門
）

【
第
一
章
　
序
分
】

　
一
　
王
舎
城
の
悲
劇

　
二
　
父
・
頻
婆
娑
羅
の
幽
閉（
禁
父
縁
）

　
三
　
母
・
韋
提
希
の
嘆
き（
禁
母
縁
）

　
四
　
娑
婆
へ
の
愁
憂（
厭
苦
縁
）

　
五
　
浄
土
往
生
へ
の
願
い（
欣
浄
縁
）

　
六
　
正
宗
分
散
善
義
へ
の
序
説（
散
善
顕
行
縁
）

　
七
　
正
宗
分
定
善
義
へ
の
序
説（
定
善
示
観
縁
）

【
第
二
章
　
正
宗
分
】

　
一
　「
観
」の
意
味
再
考

　
二
　
序
分
か
ら
正
宗
分
へ
の
繋
が
り

　
三
　
定
善
観

　
四
　
散
善
観

【
第
三
章
　
得
益
分
】

【
第
四
章
　
流
通
分
】

　
一
　
経
名
と
そ
の
由
来

　
二
　
経
所
説
の
要
点

　
三
　
念
仏
三
昧
の
比
類
な
き
利
益

　
四
　
付
属
流
通

　
五
　
耆
闍
会
で
の
阿
難
の
説
法

【
結
び
】

【
お
わ
り
に
】

一
九
四
四
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。一
九
六
七
年
大
谷
大
学
文
学
部
仏
教
学
科

卒
業
。一
九
七
五
年
京
都
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了
。一
九
七
八
年
大
谷

大
学
大
学
院
博
士
課
程
満
期
退
学
。大
谷
大
学
教
授
を
経
て
、現
在
大
谷
大

学
名
誉
教
授
。

著
書
は
『
倶
舎
論
の
原
典
解
明
　
賢
聖
品
』（
共
著
）『
法
と
行
の
思
想
と
し

て
の
仏
教
』『
摂
大
乗
論
講
究
』『
世
親
浄
土
論
の
諸
問
題
』『
真
宗
の
往
生
論

│
親
鸞
は「
現
世
往
生
」を
説
い
た
か
│
』『
虚
妄
分
別
と
は
何
か
│
唯
識
説

に
お
け
る
言
葉
と
世
界
│
』『
唯
識
説
の
深
層
心
理
と
こ
と
ば
│「
摂
大
乗

論
」に
基
づ
い
て
│
』『
倶
舎
論
安
慧
疏
の
原
典
解
明
　
界
品
』ほ
か
。

◆
著
者
略
歴

善
導
に
学
ぶ
観
経

な
ぜ
念
仏
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
の
か―

。

浄
土
教
の
大
成
者
・
善
導
に
よ
る『
観
無
量
寿

経
』の
注
釈
書『
四
帖
疏
』を
丹
念
に
読
み
解
き
、

明
ら
か
に
す
る
。
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